
【取組内容①】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる社会科授業（水産業）

両河内小中学校 リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

授業をゴールを定め、個々のペースに合わせた学習展開

社会科の授業では、旅行会社や地元で働いている人になりきるといっ
たパフォーマンス課題を設定し、スライドを活用して水産業の課題、解
決するためにどのような工夫をしているのかなどを個々のペースに合わ
せた学習を計画して行った。
まず、日本で獲れる魚、獲れる場所について全体で共有し水産業につ

いての関心を引き出した。その後、個人で興味のあることを中心に学び
を進め、調べていく中で疑問に思うこと、気になることをさらに追及し
ていくようにした。どんな魚がとれるのか気になる児童は詳しく写真を
使ってまとめ、サンマがどのようにして私たちのもとに届くのかについ
て興味がある児童は、そのことを中心にまとめていた。最終的にどんな
課題がありどんな工夫をしているのかについて自分の考えや調べたこと
をまとめ、プレゼン形式で全体共有した。

【獲れる魚について興味をもった児童のスライド】

【さんまが届くまでの過程を調べた児童のスライド】

【課題と工夫をまとめた児童のスライド】



【取組内容④】 校内安全点検の電子化

両河内小中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

月に一度行われる職員による安全点検
の結果をクラスルーム上で共有すること
により、危険箇所の確認や修繕が必要な
箇所、その理由が素早く共有できるよう
になった。職員からは、押印や印刷の手
間が簡略化できた、前月の結果がすぐわ
かるので修繕箇所の経過がわかりやすい
などの声があがっている。

点検項目も学校独自に設定でき、追加・削除も容
易なため、使用する箇所を拡大していく方向で検
討している。（現在は小学校棟の点検のみで運用
している）



【取組内容③】 デジタルドリルを導入し、家庭でも学習に取り組む習慣を身に付けさせる

両河内小中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

本年度はAIドリルをA社とB社の２種類を用意し、家庭学習で導入した。２つのツールからどちらのツール
が家庭学習の習慣化において有効であったのかについて検証した。

『子どもの意見』
・Aだと一つ一つの問題に動画で説明をわかりやすくなっていた。
・どのような方法で問題を解くのかが分かって良い。
・少しゲーム性もあり、楽しく学習できる
・動画で説明してくれるので､文で見るよりわかりやすい。

・勉強がわからなくても最初に解説の動画があったのでわかりやす
い｡

・ゲーム要素があって勉強をやったらコインがもらえるのでやる気
が出ました｡
・パソコンで打っていたので書き間違いなどがない。
・「デジタルドリルがあるから勉強がんばろう」と思った。
・習ったところを詳しく見直せた。
・Aはゲーム要素がある。コインを集めたいのでドリルがやりたく

なる。ついでに算数や理科などを予定してしたもの以上のことをや
りたくなる。

子どもたちにどちらのツールが家庭学習の習慣を身に付けさ
せる点で有効であったかをきいたところ、Aの方が評価が高
かった。
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